
- 1 -

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
千
葉
教
室
「
漢
文
を
楽
し
む
」
加
藤
徹
担
当

平
成
二
十
九
年(

２
０
１
７)

９
月
４
日(

旧
暦
七
月
十
四)

二
十
四
節
気

仲
秋

白
露
９
月
７
日

秋
分
９
月
２
３
日

晩
秋

寒
露
１
０
月
８
日

霜
降
１
０
月
２
３
日

初
冬

立
冬
１
１
月
７
日

小
雪
１
１
月
２
２
日

仲
冬

大
雪
１
２
月
７
日

冬
至
１
２
月
２
２
日

★
『
詩
経
』
国
風
・
豳
風
「
七
月
」
第
五
節

シ
キ
ョ
ウ

コ
ク
フ
ウ
・
ヒ
ン
フ
ウ

シ
チ
ガ
ツ

五
月
斯
螽
動
股

五
月
は
斯
螽

股
を
動
か
し

ゴ
ガ
ツ
は
シ
シ
ュ
ウ
、
マ
タ
を
ウ
ゴ
か
し

六
月
莎
雞
振
羽

六
月
は
莎
雞

羽
を
振
る
ふ

ロ
ク
ガ
ツ
は
サ
ケ
イ
、
ハ
ネ
を
フ
る
う

七
月
在
野

七
月
は
野
に
在
り

シ
チ
ガ
ツ
は
ノ
に
ア
り

八
月
在
宇

八
月
は
宇
に
在
り

ハ
チ
ガ
ツ
は
ノ
キ
に
ア
り

九
月
在
戸

九
月
は
戸
に
在
り

ク
ガ
ツ
は
ト
に
ア
り

十
月
蟋
蟀

十
月
は
蟋
蟀

ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
は
シ
ッ
シ
ュ
ツ

入
我
牀
下

我
が
床
下
に
入
る

ワ
が
シ
ョ
ウ
カ
に
イ
る

穹
窒
熏
鼠

窒
を
穹
し
く
し
て
鼠
を
熏
し

チ
ツ
を
ム
ナ
し
く
し
て
ネ
ズ
ミ
を
イ
ブ
し

塞
向
墐
戸

向
を
塞
ぎ
戸
を
墐
る

マ
ド
を
フ
サ
ぎ
ト
を
ツ
チ
ヌ
る

嗟
我
婦
子

嗟

我
が
婦
子
よ

ア
ア

ワ
が
フ
シ
よ

曰
為
改
歳

曰
に
歲
を
改
む
る
を
為
さ
ん

コ
コ
に
ト
シ
を
ア
ラ
タ
む
る
を
ナ
さ
ん

入
此
室
処

此
の
室
に
入
り
て
処
れ

コ
の
シ
ツ
に
イ
り
て
オ
れ

【
大
意
】
五
月
は
バ
ッ
タ
が
足
を
動
か
し
、
六
月
は
キ
リ
ギ
リ
ス
が
羽
を
ふ
る
わ
せ
る
。
コ
オ
ロ
ギ
は
、

ま
だ
暑
い
七
月
は
野
外
に
い
る
が
、
八
月
は
軒
下
に
、
九
月
に
は
戸
口
に
、
と
人
間
に
近
づ
い
て
き
て
、

肌
寒
い
十
月
に
は
私
の
寝
台
の
も
と
に
い
る
。
年
末
に
向
け
て
、
部
屋
を
か
ら
っ
ぽ
に
し
て
ネ
ズ
ミ
を
煙

で
い
ぶ
り
出
し
、
北
風
が
吹
き
込
ま
な
い
よ
う
に
北
向
き
の
窓
を
ふ
さ
い
で
、
竹
の
網
戸
の
網
の
目
を
土

で
塗
っ
て
ふ
さ
ご
う
。
あ
あ
、
わ
が
妻
よ
、
子
よ
。
も
う
年
越
し
の
季
節
で
あ
る
。
こ
の
部
屋
の
中
に
い

な
さ
い
。

【
語
注
】
○
『
詩
経
』
…
中
国
最
古
の
詩
集
で
、
儒
教
の
「
五
経
」
の
一
つ
。
孔
子
が
編
纂
し
た
と
い
う

伝
承
が
あ
る
が
詳
細
は
未
詳
。
紀
元
前
１
１
世
紀
ご
ろ
の
周
の
初
め
か
ら
春
秋
時
代
ま
で
の
詩
３
０
５
編

を
収
録
。
各
地
の
民
謡
で
あ
る
「
風
」(

国
風)

、
諸
侯
や
朝
廷
の
音
楽
で
あ
る
「
雅
」
、
宗
廟(

そ
う
び

ょ
う)

の
祭
祀(

さ
い
し)

の
音
楽
で
あ
る
「
頌(

し
ょ
う)

」
の
三
部
門
か
ら
な
る
。
〇
豳
…
ヒ
ン
。
現
在

の
中
国
陝
西
省
彬
県
一
帯
の
古
名
。
〇
斯
螽
…
「
螽
斯
」(

シ
ュ
ウ
シ
。
キ
リ
ギ
リ
ス
、
な
い
し
イ
ナ
ゴ
、

バ
ッ
タ)

と
同
じ
か
。
後
ろ
足
を
激
し
く
す
り
あ
わ
せ
て
キ
チ
キ
チ
キ
チ
…
と
鳴
く
の
は
バ
ッ
タ
や
イ
ナ

ゴ
で
あ
る(

キ
リ
ギ
リ
ス
は
羽
を
こ
す
り
あ
わ
せ
て
、
ギ
―
―
―
―
、
チ
ョ
ン
！

と
鳴
く)

。
〇
莎
雞
…
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キ
リ
ギ
リ
ス(

キ
リ
ギ
リ
ス
科
の
ク
ツ
ワ
ム
シ
は
日
本
の
固
有
種)

。
〇
蟋
蟀
…
狭
義
で
は
コ
オ
ロ
ギ
。
広

義
で
は
、
カ
マ
ド
ウ
マ(

日
本
の
俗
語
で
「
便
所
蟋
蟀
」「
御
竈
蟋
蟀
」、
中
国
の
俗
語
で
「
竈
馬
蟋
蟀
」)

や
キ
リ
ギ
リ
ス
な
ど
、
コ
オ
ロ
ギ
と
似
た
外
見
の
昆
虫
も
含
む
。
○
牀(

異
体
字
は
「
床
」)

…
「
ゆ
か
」

で
は
な
く
、
台
状
の
「
ね
ど
こ(

寝
床)

」
。
中
国
で
は
、
唐
末
か
ら
椅
子
と
ベ
ッ
ド(

牀)

が
普
及
す
る
が
、

そ
れ
以
前
の
古
代
の
「
牀
」
は
人
が
寝
た
り
座
っ
た
り
す
る
た
め
の
細
長
い
台
状
の
家
具
を
指
す
。
○
穹

・
窒
…
こ
の
詩
で
は
「
穹
」
は
「
空
」
、
「
窒
」
は
「
室
」
の
仮
借(

か
し
ゃ)

字
。
○
熏
…
こ
の
詩
で
は

「
燻
」
の
意
。
○
向
…
こ
の
詩
で
は
「
北
向
き
の
窓
」
の
意
。
○
墐
…
音
は
キ
ン
・
ゴ
ン
、
訓
は
「
ね
ば

つ
ち
」「
ヌ
る
」。
○
曰
…
こ
こ
で
は
「
イ
ワ
く
」
で
は
な
く
「
コ
コ
に
」
の
意
。

【
参
考
】
○
日
本
の
七
十
二
候
の
一
つ
「
蟋
蟀
在
戸
（
き
り
ぎ
り
す
と
に
あ
り
）
」
は
、
中
国
で
は
「
菊

有
黄
華
」
と
言
い
、
二
十
四
節
気
の
「
寒
露
」
の
末
候
で
あ
る
。

○
『
蟲
の
こ
ゑ
』（
む
し
の
こ
え
）
文
部
省
唱
歌

１
９
１
０
年
『
尋
常
小
学
読
本
唱
歌
』

１
番

あ
れ
松
蟲
が
鳴
い
て
ゐ
る
。
ち
ん
ち
ろ
ち
ん
ち
ろ

ち
ん
ち
ろ
り
ん
。
あ
れ
鈴
蟲
も
鳴
き
出
し
た
。

り
ん
り
ん
り
ん
り
ん

り
い
ん
り
ん
。
あ
き
の
夜
長
を
鳴
き
通
す

あ
ゝ
お
も
し
ろ
い
蟲
の
こ
ゑ
。

２
番

き
り
き
り
き
り
き
り

き
り
ぎ
り
す
。
が
ち
や
が
ち
や
が
ち
や
が
ち
や

く
つ
わ
蟲
。
あ
と
か
ら

馬
お
ひ
お
ひ
つ
い
て

ち
よ
ん
ち
よ
ん
ち
よ
ん
ち
よ
ん

す
い
つ
ち
よ
ん
。
秋
の
夜
長
を
鳴
き
通
す

あ

ゝ
お
も
し
ろ
い
蟲
の
こ
ゑ
。

※
「
き
り
き
り
き
り
き
り

き
り
ぎ
り
す
」
は
、
昭
和
７
年
の
『
新
訂
尋
常
小
学
唱
歌
』
か
ら
「
き
り
き

り
き
り
き
り

こ
ほ
ろ
ぎ
や
」
に
改
め
ら
れ
た
。
古
語
「
き
り
ぎ
り
す(
蟋
蟀)

」
は
現
代
語
「
こ
お
ろ
ぎ

(

蟋
蟀)

」
の
意
で
あ
る
こ
と
、
「
き
り
き
り
」
と
鳴
く
の
は
カ
マ
ド
コ
オ
ロ
ギ(

竈
蟋
蟀
。
カ
マ
ド
ウ
マ

で
は
な
く
、
コ
オ
ロ
ギ
の
一
種)

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
理
由
で
あ
る
。

【
中
国
語
の
発
音
】

《
诗
经·

国
风·

豳
风·

七
月
》shi1

ji1ng
guo2

fe1ng
bi1n

fe1ng
qi1

yue4

五
月
斯
螽
动
股w

u3
yue4

si1
zho1ng

do4ng
gu3

六
月
莎
鸡
振
羽

liu4
yue4

sha1
ji1

zhe4n
yu3

七
月
在
野qi1

yue4
za4iye3

八
月
在
宇ba1

yue4
za4iyu3

九
月
在
户jiu3

yue4
za4ihu4

十
月
蟋

蟀shi2
yue4

xi1
shua4i

入
我
床
下ru4

w
o3

chua2ng
xia4

穹
窒
熏
鼠qio2ng

zhi4
xu1n

shu3
塞

向
墐
户sa1ixia4ng

ji4n
hu4

嗟
我
妇
子jie1

w
o3

fu4
zi3

曰
为
改
岁yue1

w
e2iga3isui4

入
此
室

处ru4
ci3

shi4
chu3

★

重
送
絶
句

重
ね
て
絶
句
を
送
る

杜
牧(

８
０
３
～
８
５
２
？)

絶
藝
如
君
天
下
少

絶
芸

君
の
如
き
は
天
下
に
少
し

閑
人
似
我
世
間
無

閑
人

我
に
似
た
る
は
世
間
に
無
し

別
後
竹
窓
風
雪
夜

別
後

竹
窓

風
雪
の
夜

一
灯
明
暗
覆
呉
図

一
灯
の
明
暗

呉
図
を
覆
ふ

カ
サ
ね
て
ゼ
ッ
ク
を
オ
ク
る
。
ト
ボ
ク
。
ゼ
ツ
ゲ
イ
、
キ
ミ
の
ゴ
キ
き
は
テ
ン
カ
に
ス
ク
ナ
し
。
カ
ン

ジ
ン
、
ワ
レ
に
ニ
た
る
は
セ
ケ
ン
に
ナ
し
。
ベ
ツ
ゴ
、
チ
ク
ソ
ウ
、
フ
ウ
セ
ツ
の
ヨ
ル
。
イ
ッ
ト
ウ
の
メ

イ
ア
ン
、
ゴ
ズ
を
オ
オ
う
。
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【
大
意
】
あ
ら
た
め
て
七
言
絶
句
を
お
送
り
し
ま
す
。
あ
な
た
ほ
ど
の
囲
碁
の
名
人
は
天
下
広
し
と
い
え

ど
も
少
な
い
。
私
の
よ
う
な
暇
人(

ひ
ま
じ
ん)

は
世
の
中
に
他
に
は
い
な
い
。
あ
な
た
と
お
別
れ
し
た

あ
と
、
私
は
、
竹
の
窓
べ
で
外
の
風
雪
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
夜
ふ
け
ま
で
対
局
の
余
韻
を
か
み
し
め
て

お
り
ま
し
た
。
一
本
の
と
も
し
び
が
、
芯
が
油
を
吸
い
上
げ
る
加
減
の
変
化
で
、
明
る
く
な
っ
た
り
、
暗

く
な
っ
た
り
し
な
が
ら
、
棋
譜
に
影
を
落
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

【
語
注
】
〇
重
送
絶
句
…
杜
牧
に
は
「
送
国
棋
王
逢
」(

コ
ク
キ
、
オ
ウ
ホ
ウ
に
オ
ク
る)

と
い
う
絶
句
が

二
種
あ
り
、
こ
の
詩
は
は
そ
の
続
編
の
よ
う
で
あ
る
。
王
逢
は
当
時
の
囲
碁
の
名
人
。
〇
竹
窓
…
竹
の
格

子
の
窓
。
も
し
く
は
、
竹
が
植
わ
っ
て
い
る
庭
に
面
し
た
窓
。
〇
明
暗
…
こ
こ
で
は
「
明
滅
」
に
近
い
意

味
。
〇
呉
図
…
棋
譜
の
意
。
本
来
は
「
三
国
志
」
の
時
代
の
呉
の
国
の
「
棋
譜
」
を
指
す
書
名
。『
呉
図
』

は
中
国
最
古
の
棋
譜
の
一
つ
と
さ
れ
る
た
め
、
後
世
は
、
普
通
の
棋
譜
の
雅
称
な
い
し
別
名
と
し
て
も
「
呉

図
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
一
灯
明
暗
覆
呉
図
」
は
、
杜
牧
が
、
さ
き
ほ
ど
の
対

局
を
記
録
し
た
棋
譜
を
、
明
滅
す
る
灯
火
の
も
と
で
眺
め
な
が
ら
、
お
さ
ら
い
を
し
て
い
る
様
子
を
述
べ

て
い
る
も
の
か
。

【
中
国
語
の
発
音
】

《
重
送
绝
句
》cho2ng

so4ng
jue2

ju4

杜

牧du4
m

u4
绝
艺
如
君
天
下
少jue2

yi4
ru2

ju1n
tia1n

xia4
sha3o

闲
人
似
我
世
间
无xia2n

re2n
si4

w
o3

shi4
jia1n

w
u2

别
后
竹
窗
风
雪
夜bie2

ho4u
zhu2

chua1ng
fe1ng

xue3
ye4

一
灯
明
暗
覆
吴
图yi1

de1ng
m

i2ng
a4n

fu4
w

u2
tu2

【
参
考
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
お
ん
な
城
主

直
虎
』
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
政
次
は
井
伊
を
守
る
手
段

と
し
て
自
ら
が
犠
牲
に
な
る
道
を
選
び
ま
し
た
。
辞
世
の
歌
を
読
ん
だ
昊
天
は
「
良
い
歌
で
は
な
い
で
す

か
。
あ
の
世
で
ゆ
る
り
と
待
っ
て
お
る
ゆ
え
、
案
ず
る
な
と
」
と
言
い
、
傑
山
は
「
鶴
ら
し
い
」
と
つ
ぶ

や
き
ま
し
た
。
政
次
の
深
い
思
い
と
、
直
虎
と
の
強
い
絆
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
歌
に
な
り
ま
し
た
」
。

白
黒
を
つ
け
む
と
君
を
ひ
と
り
待
つ
天
つ
た
ふ
日
ぞ
楽
し
か
ら
ず
や

テ
レ
ビ
の
画
面
に
映
っ
た
こ
の
和
歌
の
字
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
直
虎
の
幼
馴
染
で
囲
碁
の
相
手
で
も
あ
っ
た

小
野
但
馬
守
政
次
（
鶴
丸
）
を
演
じ
た
俳
優
の
高
橋
一
生
氏
が
、
み
ず
か
ら
筆
を
と
っ
て
和
紙
に
書
い
た

も
の
。

★
秋
風
辞

秋
風
の
辞

漢
の
武
帝(

前
１
５
６
～
前
８
７)

秋
風
起
兮
白
雲
飛

秋
風
起
り
て
白
雲
飛
び

草
木
黄
落
兮
雁
南
帰

草
木
黄
落
し
て

雁
南
に
帰
る

蘭
有
秀
兮
菊
有
芳

蘭
に
秀
有
り

菊
に
芳
有
り

懐
佳
人
兮
不
能
忘

佳
人
を
懐
ひ
て

忘
る
る
能
は
ず

泛
楼
船
兮
済
汾
河

楼
船
を
泛
べ
て

汾
河
を
済
り

橫
中
流
兮
揚
素
波

中
流
に
橫
た
は
り
て

素
き
波
を
揚
ぐ

簫
鼓
鳴
兮
発
棹
歌

簫
鼓
鳴
り
て

棹
歌
を
発
す

歓
楽
極
兮
哀
情
多

歓
楽
極
り
て

哀
情
多
し

少
壮
幾
時
兮
奈
老
何

少
壮
幾
時
ぞ

老
い
を
奈
何
せ
ん
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シ
ュ
ウ
フ
ウ
の
ジ
。
カ
ン
の
ブ
テ
イ
。
シ
ュ
ウ
フ
ウ

オ
コ
り
て

ハ
ク
ウ
ン

ト
び
、
ソ
ウ
モ
ク

コ

ウ
ラ
ク
し
て

カ
リ

ミ
ナ
ミ
に
カ
エ
る
。
ラ
ン
に
シ
ュ
ウ

ア
り

キ
ク
に
ホ
ウ

ア
り
、
カ
ジ
ン
を
オ

モ
い
て

ワ
ス
る
る
ア
タ
わ
ず
。
ロ
ウ
セ
ン
を
ウ
カ
べ
て
フ
ン
ガ
を
ワ
タ
る
。
チ
ュ
ウ
リ
ュ
ウ
に
ヨ
コ
た

わ
り
て
シ
ロ
き
ナ
ミ
を
ア
ぐ
。
シ
ョ
ウ
コ

ナ
り
て

ト
ウ
カ
を
ハ
ッ
す
。
カ
ン
ラ
ク

キ
ワ
ま
り
て
ア

イ
ジ
ョ
ウ

オ
オ
し
。
シ
ョ
ウ
ソ
ウ

イ
ク
ト
キ
ぞ

オ
い
を
イ
カ
ン
せ
ん
。

【
大
意
】
秋
の
風
の
歌
。
秋
風
が
吹
い
て
白
い
雲
が
飛
ぶ
。
草
木
の
葉
が
黄
ば
み
落
ち
て
、
雁
が
南
へ
帰

っ
て
ゆ
く
。
蘭
の
花
の
あ
ざ
や
か
さ
、
菊
の
か
お
り
の
清
ら
か
さ
。
美
し
い
あ
の
人
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
。

屋
形
船
を
浮
か
べ
て
汾
河
を
渡
り
、
大
河
の
流
れ
を
横
切
る
と
白
い
波
し
ぶ
き
が
あ
が
り
、
笛
や
太
鼓
の

演
奏
と
と
も
に
水
夫
た
ち
の
船
歌
が
始
ま
る
。
豪
快
な
船
遊
び
。
人
生
の
楽
し
み
の
ピ
ー
ク
の
は
ず
な
の

に
、
こ
の
む
な
し
さ
は
何
だ
ろ
う
。
若
い
と
き
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
い
か
ほ
ど
も
続
か
な
い
。
近
づ
く
老

い
を
、
ど
う
し
よ
う
か
。

【
語
注
】
○
武
帝
…
中
国
史
上
、
武
帝
と
い
う
皇
帝
は
複
数
い
る
が
、
こ
こ
で
は
前
漢
の
最
盛
期
に
君
臨

し
た
武
帝(

劉
徹)

。
こ
の
詩
を
詠
ん
だ
と
き
、
武
帝
は
四
十
四
歳
だ
っ
た
。
○
佳
人
…
美
し
く
て
魅
力
的

な
女
性
。
漠
然
と
し
た
比
喩
的
イ
メ
ー
ジ
な
の
か
、
そ
れ
と
も
誰
か
武
帝
が
寵
愛
し
た
特
定
の
人
物
を
指

す
の
か
は
謎
。
○
汾
河
…
中
国
の
山
西
省
を
南
北
に
流
れ
る
大
河
で
、
黄
河
の
支
流
。
別
名
「
汾
水
」
。

日
本
で
も
中
国
酒
「
汾
酒
」
は
有
名
。
○
棹
歌
…
「
さ
お
う
た
」
「
さ
お
の
う
た
」
。
水
夫
や
船
頭
が
、

船
を
こ
ぎ
な
が
ら
歌
う
歌
。

【
参
考
】
○
中
国
の
七
十
二
候
の
一
つ
「
草
木
黄
落
」
は
、
日
本
で
は
「
霎
時
施
（
こ
さ
め
と
き
ど
き
ふ

る
）」
と
言
い
、
二
十
四
節
気
の
「
霜
降
」
の
次
候
で
あ
る
。

○
俳
句
で
は
「
黄
落(

草
木
黄
落)

」
も
「
黄
葉
」
も
秋
の
季
語
で
、
字
面
は
似
て
い
る
が
、
黄
落
は
老
い

さ
ら
ば
え
て
衰
亡
す
る
イ
メ
ー
ジ
、
黄
葉
は
あ
ざ
や
か
に
色
づ
く
イ
メ
ー
ジ
で
、
全
然
違
う
。
日
本
の
七

十
二
候
で
は
「
楓
蔦
黄
（
も
み
じ
つ
た
き
ば
む
）」
は
、
二
十
四
節
気
の
「
霜
降
」
の
末
候
で
あ
る
。

【
中
国
語
の
発
音
】

秋
风
起
兮
白
云
飞
，Q

iūfēng
qǐxībáiyún

fēi,

草
木
黄
落
兮
雁
南
归
。cǎom

ù
huángluò

xīyàn
nán

guī
.

兰
有
秀
兮
菊
有
芳
，Lán

yǒu
xiù

xī
jú

yǒu
fāng

,

怀
佳
人
兮
不
能
忘
。huái

jiārén
xī

bù
néng

w
àng

.

泛
楼
船
兮
济
汾
河
，Fàn

lóuchuán
xī

jì
Fénhé

,

横
中
流
兮
扬
素
波
，héng

zhōngliú
xī

yáng
sùbō

,

箫
鼓
鸣
兮
发
棹
歌
。xiāogŭ

m
íng

xīfā
zhàogē

.

欢
乐
极
兮
哀
情
多
，H

uānlè
jíxīāiqíng

duō
,

少
壮
几
时
兮
奈
老
何?

shàozhuàng
jǐshíxīnàilǎo

hé
?

http://w
w

w
.geocities.jp/cato1963/m

sg-kns-sfj.htm
l#shuufuuji

★

送
竈
君

竈
君
を
送
る

羅
隠(

８
３
３
？
～
９
０
９)

一
炷
清
香
一
縷
煙

一
炷
の
清
香

一
縷
の
煙

竈
君
今
日
上
青
天

竈
君

今
日

青
天
に
上
る

玉
皇
若
問
人
間
事

玉
皇

若
し
人
間
の
事
を
問
は
ば

乱
世
文
章
不
值
銭

乱
世
の
文
章

銭
に
值
せ
ず
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ソ
ウ
ク
ン
を
オ
ク
る
。
ラ
イ
ン
。
イ
ッ
チ
ュ
ウ
の
セ
イ
コ
ウ
、
イ
チ
ル
の
ケ
ム
リ
。
ソ
ウ
ク
ン
、
コ
ン

ニ
チ
、
セ
イ
テ
ン
に
ノ
ボ
る
。
ギ
ョ
ク
コ
ウ
、
モ
し
ジ
ン
カ
ン
の
コ
ト
を
ト
わ
ば
、
ラ
ン
セ
の
ブ
ン
シ
ョ

ウ
、
ゼ
ニ
に
ア
タ
イ
せ
ず
。

【
大
意
】
天
に
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
「
か
ま
ど
の
神
様
」
を
見
送
る
詩
。
羅
隠
。
ひ
と
く
ゆ
り
の
清
ら
か
な
香
、

ひ
と
す
じ
の
細
い
煙
と
と
も
に
、
か
ま
ど
の
神
様
は
今
日
、
天
帝
に
一
年
の
報
告
を
す
る
た
め
天
に
の
ぼ

る
。
か
ま
ど
の
神
様
に
お
願
い
し
ま
す
。
も
し
天
帝
か
ら
、
私
た
ち
人
間
の
世
界
の
こ
と
た
ず
ね
ら
れ
た

ら
「
乱
世
が
続
い
て
、
詩
や
文
章
を
書
い
て
も
全
然
お
金
に
な
り
ま
せ
ん
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
語
注
】
〇
竈
君
…
中
国
の
「
か
ま
ど
神
」
の
こ
と
。
時
代
や
地
方
ご
と
に
「
竈
神
」
「
竈
王
」
「
竈
王

爺
」
「
竈
公
」
「
竈
司
」
「
九
天
司
命
定
福
東
廚
煙
主
保
竈
護
宅
真
君
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
異
称
で
呼
ば
れ

た
。
中
国
の
民
間
信
仰
で
は
、
年
末
の
旧
暦
十
二
月
月
二
十
四
日(

北
方
で
は
二
十
三
日)

の
「
小
年
」
の

夜
に
、
か
ま
ど
の
神
は
天
の
の
ぼ
っ
て
、
そ
の
家
の
人
々
が
行
っ
た
良
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
を
天
帝
に
報

告
す
る
、
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
「
小
年
」
の
日
は
、
か
ま
ど
を
掃
除
し
て
、
竈
君
の
像
を
描
い

た
紙
を
は
り
、
酒
や
食
べ
物
な
ど
を
祭
る
「
祭
竈
節
」
と
さ
れ
た
。
〇
一
炷
…
「
い
っ
し
ゅ
」
と
読
む
と

「
一
本
の
灯
心
」
の
意
。
「
い
っ
ち
ゅ
う
」
と
読
む
と
香
木
の
一
片
や
お
香
、
線
香
を
ひ
と
た
び
く
ゆ
ら

す
こ
と
、
「
香
の
ひ
と
く
ゆ
り
」
の
意
。
〇
乱
世
…
羅
隠
が
生
き
た
時
代
は
唐
滅
亡(

９
０
７
年)

前
後
の

乱
世
だ
っ
た
。

【
備
考
】
こ
の
漢
詩
の
作
者
は
羅
隠
で
は
な
く
、
北
宋
の
宰
相
・
呂
蒙
正(

９
４
４
～
１
０
１
１)

と
い
う

説
も
あ
る
。
ま
た
版
本
に
よ
る
字
句
の
異
同
も
多
い
。

一
炷
清
香
一
縷
煙
、
竈
君
今
日
上
青
天
。
玉
皇
若
問
人
間
事
、
乱
世
文
章
不
值
銭
。

一
碗
清
茶
一
縷
煙
、
竈
君
皇
帝
上
青
天
。
天
公
若
問
人
間
事
、
乱
世
文
章
不
值
銭
。

一
盞
清
茶
一
縷
煙
、
恭
迎
司
命
上
青
天
。
玉
皇
若
問
人
間
事
、
唯
有
文
章
不
值
銭
。

一
束
黃
鏹
一
縷
煙
、
竈
君
乗
馬
上
青
天
。
天
公
若
問
人
間
事
、
但
見
文
章
不
值
銭
。

一
碗
清
湯
詩
一
篇
、
竈
君
今
日
上
青
天
。
玉
皇
欲
知
人
間
事
、
為
道
文
章
不
值
銭
。

【
中
国
語
の
発
音
】
送
灶
君song4

zao4
jun1

罗
隐luo2

yin3

一
炷
清
香
一
缕
烟yi1

zhu4
qing1

xiang1
yi1

lv3
yan1

灶
君
今
日
上
青
天zao4

jun1
jin1

ri4
shang4

qing1
tian1

玉
皇
若
问
人
间
事yu4

huang2
ruo4

w
en4

ren2
jian1

shi4

乱
世
文
章
不
值
钱luan4

shi4
w

en2
zhang1

bu4
zhi2

qian2

【
参
考
】『
論
語
』
八
佾
第
三

王
孫
賈
問
曰
「
与
其
媚
於
奧
、
寧
媚
於
竈
、
何
謂
？
」。
子
曰
「
不
然
、
獲
罪
於
天
、
無
所
祷
也
」。

王
孫
賈(

お
う
そ
ん
か)

、
問
ひ
て
曰
く
「
其
の
奧(

お
う)

に
媚(

こ)

び
ん
よ
り
は
、
寧(

む
し)

ろ
竈(

そ

う)

に
媚
び
よ
と
は
、
何
の
謂(

い)

ひ
ぞ
や
」
と
。
子
曰
く
「
然(

し
か)

ら
ず
。
罪
を
天
に
獲(

う)

れ
ば
、

祷(

い
の)

る
所
な
き
な
り
」
と
。

衛
の
国
の
大
臣
・
王
孫
賈
が
、
孔
子
に
た
ず
ね
た
。
「
こ
と
わ
ざ
に
、
奥
の
間
の
高
い
位
の
神
様
に
媚

び
る
よ
り
も
、
か
ま
ど
の
神
様
に
媚
び
る
ほ
う
が
よ
い
、
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か

ね
」(

こ
こ
で
は
、
奥
の
間
の
神
は
「
お
飾
り
」
で
あ
る
君
主
、
か
ま
ど
の
神
は
実
権
を
握
る
大
臣
、
を

暗
に
指
す
。
人
が
罪
を
犯
し
て
も
か
ま
ど
の
神
が
天
の
神
に
報
告
し
な
け
れ
ば
、
人
臣
が
罪
を
犯
し
て
も
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大
臣
が
君
主
に
報
告
し
な
け
れ
ば
、
ど
う
に
で
も
で
き
る
、
と
い
う
暗
喩)

。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。
「
そ

の
こ
と
わ
ざ
は
間
違
っ
て
い
ま
す
。
も
し
天
罰
に
値
す
る
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
ん
な
神
様
に
向

か
っ
て
祈
ろ
う
と
も
、
自
分
の
罪
は
帳
消
し
に
な
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

★
陽
関
詞
・
中
秋
月

蘇
軾(

１
０
３
７
～
１
１
０
１)

暮
雲
収
尽
溢
清
寒

暮
雲

収
ま
り
尽
き
て

清
寒

溢
る

銀
漢
無
声
転
玉
盤

銀
漢

声
無
く
し
て

玉
盤

転
ず

此
生
此
夜
不
長
好

此
の
生

此
の
夜

長
へ
に
は
好
か
ら
ず

明
月
明
年
何
処
看

明
月

明
年

何
れ
の
処
に
か
看
ん

ヨ
ウ
カ
ン
シ
・
チ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
の
ツ
キ
。
ソ
シ
ョ
ク
。
ボ
ウ
ン
、
オ
サ
ま
り
ツ
き
て
、
セ
イ
カ
ン
、
ア

フ
る
。
ギ
ン
カ
ン
、
コ
エ
ナ
く
し
て
、
ギ
ョ
ク
バ
ン
、
テ
ン
ず
。
コ
の
セ
イ
、
コ
の
ヨ
、
ト
コ
シ
え
に
は

ヨ
か
ら
ず
。
ミ
ョ
ウ
ゲ
ツ
、
ミ
ョ
ウ
ネ
ン
、
イ
ズ
れ
の
ト
コ
ロ
に
か
ミ
ん
。

【
大
意
】
「
陽
関
の
詞
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
中
秋
の
月
を
詠
む
。
蘇
軾
。
日
暮
れ
の
空
の
雲
は
す

っ
か
り
消
え
去
り
、
清
ら
か
な
寒
さ
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
銀
河
の
無
音
の
せ
せ
ら
ぎ
を
、
宝
石
の
皿
の

よ
う
な
月
が
め
ぐ
る
。
こ
の
一
生
の
こ
の
一
夜
は
、
い
つ
も
す
ば
ら
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
あ
の
明
る
い

月
を
来
年
は
、
ど
こ
で
眺
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

【
語
注
】
〇
陽
関
詞
…
詞
牌(

し
は
い)

の
名
前
で
、
唐
の
王
維
が
詠
ん
だ
七
言
絶
句
「
陽
関
曲
」(

「
元

二
の
安
西
に
使
す
る
を
送
る
」
と
も)

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
歌
う
漢
詩
、
と
い
う
意
味
。
〇
中
秋
月
…
旧
暦

八
月
十
五
日(

今
年
は
新
暦
の
１
０
月
４
日
に
あ
た
る)

の
「
中
秋
節
」
の
夜
の
名
月
。
一
年
で
い
ち
ば
ん

美
し
い
月
と
さ
れ
る
。
〇
蘇
軾
…
弟
の
蘇
轍
と
と
も
に
文
人
官
僚
で
あ
っ
た
。
こ
の
漢
詩
は
北
宋
の
熙
寧

十
年
（
１
０
７
７
）
、
た
ま
た
ま
た
弟
の
蘇
轍
と
徐
州
に
滞
在
し
て
中
秋
の
名
月
の
夜
を
迎
え
た
と
き
に

詠
ん
だ
も
の
。
当
時
の
蘇
軾
は
、
政
争
や
赴
任
、
左
遷
な
ど
、
未
来
が
見
え
な
い
官
僚
生
活
を
送
っ
て
い

た
。
〇
不
長
好
…
「
長
不
好
」(

長
へ
に
好
か
ら
ず)

と
の
意
味
の
違
い
に
注
意
。
「
不
長
好
」
は
部
分
否

定
で
「
永
遠
に
よ
い
わ
け
で
は
な
い=

よ
い
時
も
あ
る
」
。
も
し
「
長
不
好
」
だ
と
全
部
否
定
で
「
よ
く

な
い
状
態
が
永
遠
に
続
く
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

【
中
国
語
の
発
音
】
《
阳
关
词
・
中
秋
月
》yang2

guan1
ci2

・zhong1
qiu1

yue4

苏
轼su1

shi4

暮
云
收
尽
溢
清
寒
，m

u4
yun2

shou1
jin4

yi4
qing1

han2

银
汉
无
声
转
玉
盘
。yin2

han4
w

u2
sheng1

zhuan4
yu4

pan2

此
生
此
夜
不
长
好
，ci3

sheng1
ci3

ye4
bu4

chang2
hao3

明
月
明
年
何
处
看
？m

ing2
yue4

m
ing2

nian2
he2

chu4
kan1

以
上


